
性感染症に関する豆知識⑪　C型肝炎編 

●血液製剤や輸血などの医療が原因で感染していましたが、1992�年以降は献血の時

に検査するので、感染は減少し、現在は母子感染が主です。

●かかっても自覚症状に乏しく、だるさや食欲低下のある人は約�10％です。

●10～20�年後に肝硬変や肝がんになることがあります。慢性肝炎の�60％は�C�型です。

治療方法は注射です。

●相談する場所は男女とも内科、妊婦さんは産婦人科へ。採血して検査します。

妊婦健診でも検査します。

C型感染ウイルスに感染したことがある妊婦さんは日本では 1％以下です。 

●ウイルスの断片が残ってなければ赤ちゃんにうつりませんが、70％に断片が残って

おり、そのうちの�10％で母子感染します。

●全国に�200�万人のウイルスキャリアがおり、慢性肝炎から肝硬変や肝がんになること

があります。肝がんでの死亡者の�7�割が�C�型肝炎ウイルス感染者です。 

原因は�C�型肝炎ウイルス（HCV）です。ワクチンはないので予防は難しいです。●
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